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1　概 況

本市の自治体消防は、昭和23年3月の消防組織法施行に伴い、同年4月に「熊本市消防本部」として市庁舎内

に設置し消防事務を開始したのがその始まりであり、以来、幾多の制度や機構の改編を経て、現在では、市民に

最も身近な防災機関として、消防業務を展開している。

近年では震災をはじめとする大規模災害に対応するため、ハード・ソフト両面にわたる各種施策を実施してい

る。

その主なものとして、地域の防災機能を更に充実させるため、市域にバランスのとれた消防署所の整備を計画

するとともに、災害の変容に迅速に対応するため、昨年は緊急消防自動二輪車(赤バイ)をはじめ各種消防装備

資機材の整備などハード面の充実を図っている。また、ソフト面においては、社会構造の変化や科学技術の進歩

等に伴い、予想を超えた新しいタイプの災害等の発生も考えられ、あらゆる災害等に対応できるよう、より高度

な知識と技術を有する「精強な消防部隊の育成」を推進しているところである。

更に、 「自分の身は、自分で守る」という防災の基本コンセプトをスローガンに自主防災クラブの結成や救急

ボランティアの育成など、市民・企業・行政が三位一体となった「災害に強いまちづくり」を積極的に推進して

いる。

一方、明治以来、歴史ある消防団は、団員数が3,324人(実員数)と全国5位の組織であり、高い技術力と常

備消防との連携のもと、活動拠点施設及び車両・装備等の整備を図りながら、訓練や研修を行い地域の防災リー

ダーとしてその充実強化に努めている。

(1)平成13年度重点施策

○　消防施設の整備

消防5署体制の確立を目指し、市域にバランスのとれた消防署所を配置するt.ともに、老朽化した署所を整

備する。

・消防署所の整備

・消防車両、資機材の整備

○　自主防災体制の強化

火災はもとより、地震・風水害等の各種災害に対する市民意識の高揚を図るとともに、安全な地域社会の実

現を目指す。

・自主防災クラブの結成・育成

・救急ボランティア、応急処置普及員の育成

○　防火安全対策の充実

福祉関係機関と連携し住宅防火対策を推進するとともに、建築物の総合的な防火安全対策を推進する。

・住宅防火意識啓発事業の推進

・福祉関係機関との連携強化
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・質の高い予防体制の構築

○　災害防ぎょ力の強化

複雑多様化する災害に対し、迅速に対応できる消防部隊を育成するとともに、消防戦術の研究と訓練の充実

を図る。

・精強な消防部隊の育成

・消防戦術の研究と訓練の充実

○　消防団活動の推進

地域における防災の要として消防団活動を推進するとともに、消防団施設の整備と消防技術の向上を図る。

・消防団機械倉庫の整備

・訓練研修の充実

・消防団まちづくり事業の推進
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(2 )消防職員・消防車両等配置状況　　　　　　　　　　　　　　　　　(平13. 4. 1現在)

区 分

局 署 別

人 員 車 両

柄

防

ft

捕

防

捕

防

消

防

司
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司
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防
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1

(1 )
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(1 )
1 1 1 2 5
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U l
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1 1
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(3 )

3

(い
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*
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防

署

T = T! 1 3 7 13
31

(4 )
l l 9
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(4)
1 1 1 1 1 1 1 2 3 2 1 15
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* 1 13 6 20 1 1 1 3
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南 熊本 // 1 2 9 7 1 20 1 1 1 . 3

川 尻 // 1 3 ll 2 3 20 1 1 1 3

田 崎 // 1 . 10 6 3 20 1 1 1 Ⅰ1 4

小 島 ;/ 5 5 4 14 1 1 1 3

河 内 ;/ 2 8 9 1 20 1 1 1 3
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(注)定員631人　実員620人(うち10人派遣、 13人消防学校初任科入校中)
( )は女性消防士を再掲
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(3)各種協定の状況

協定等の種別 協定先の市町村等 業務の種類 締結年月 日

熊本県市 町村消防相互応援 熊本県下全市 町村
火j足. その他の災害 昭和46年 4 月 1 日

協定 (救急 を除 く)

九州 自動車道 における消防 熊本県内の九州 自動車道 火災 .救急 昭和46年 6 月30 日
相互応援協定 沿線市町 .消防組合

新熊本空港 と熊本市の消火
救難活動 に関す る協定

熊本空港 火3足.救急 昭和46年 4 月 1 日

火災.報知専用直通電話 に関
す る協定

上益城消防組合 災害通報 の転送 昭ラ柑52年 6 月 3 日

高進原南消防組合 災害通報の転送 平成 2 年 4 月 1 日

山鹿鹿本広域行 政事務組合 災.害通報の転送 . 平成 5年12月 10 H

菊池消防組合 災.害通報の転送 平成 6 年 4 月 1 日

熊本県地域救急医療情報セ 熊本県 情報セ ンタ】の管理及び運
昭和54年 12月 10 Hンターの管理運営 に関す る

t(S 5E
普

都市 ガス災害対策 に関す る 西部ガス株式会社
都市 ガスに関す る火災.. 港
発及び、瀬えい事故の防止.及
び鎮圧

昭和58年 10月 21 日
申 し合わせ 熊本支店

武蔵 ケ丘地区の消防相互応
援 に関す る覚書

菊池消防組合 ・Acill 平成 6 年 4 月 1 日

救急救助着舌動に関する消防
相互応援協定

熊本県下全市町村 救急救助括動 昭和61年 12月 5 日

大規模特殊災害時における 各都道府県 の市町村 調査 l火災 l救助 ⊥救急救
昭和62年 8 月22 日

広域航空消防応援 援 也場 (消防ヘ リの要請)

ラ毎上にお ける船舶火壬足の消
火活動 に関する業務協定

三角亨毎上保安書β 火災 l海難 .災害救助等 平成 4 年 5 月 1 日

高規格救急 自動車の運用に
係る協力 に関する覚書

熊本市立市民病 院 救急 平成 3 年 1 月 16 日

熊本市医師会 .熊本地域
医療セ ンタ】

救急 平成 6 年10月20 B

救急救命処置 に関する覚書

熊本赤十字病院 救急 平成 8 年 4 月 1 日

国立病院 救急 平成10年 2 月 12 日

済生会熊本病院 救急 平成11年 3 月30 日

熊本大学医学部付属病院 救‥急 平成13年 3 月30 日

携帯電話等からの119番通報 宇城 .高遠原南 .上益城 . 災.害通報 の転送 平成10年 9 月 4 El
転送に関する協定 菊池消防組合

震9と情報ネッ トワ】クシス 熊本県 地震情報 ネ ットワークシス

平成 8 年10月 21 日テムにおける熊本県と熊本
市の設置及び管理 .運営 に
係 る協定書

テ ム

2　　火　災　統　計

(1)火災発生状況 (平成12年)

∵ 也
火

火 災 種 別 焼
損

り災状 況 元 負

傷

焼 損 面 積 損 害 額

建 林 車 船 そ 港 人 a 林

件

S c
物 野 両 舶

の
他 樵

敬
帯 負 者 者 物

M
野

la )
(千 円 )

1 23 17 3 3 2 6 1 9 39 4 3 49 7 9 ,52 9

2 15 13 1 1 1 8 1 5 33 0 1 3 18 2 ,57 2

3 28 15 8 5 1 8 7 17 0 1 43 6 7 ,77 9

4 19 16 2 1 2 4 19 4 5 0 0 60 0 67 ,14 5

5 22 17 3 2 2 5 2 5 70 2 3 56 3 24 ,4 14

6 14 l l 2 1 1 8 10 35 0 1 46 8 2 1 ,33 3

7 17 13 3 1 1 8 19 50 0 2 23 9 28 ,3 11

8 17 9 3 5 1 4 8 20 0 2 6 9 1 ,0 12

9 18 10 1 5 2 13 10 28 0 3 3 50 12 ,68 4

10 17 13 1 3 2 2 16 34 0 2 6 73 2 7 ,3 49

ll 18 1 3 4 1 14 10 30 1 5 127 4 ,8 9 1

12 23 1 6 - 6 1 2 2 15 3 9 2 5 2 57 9 ,4 59

計 2 3 1 16 3 1 4 1 0 2 6 23 2 1 73 4 4 0 9 28 4 ,5 9 7 0 2 16 ,4 78

1 1年 2 5 5 17 2 1 2 9 0 5 2 2 1 1 14 5 40 7 1 2 9 3 ,6 69 3 1 54 ,3 3 1

10 2 9 0 20 9 0 3 7 1 4 3 28 3 170 51 5 7 2 9 6 ,0 14 0 3 22 ,10 4

9 2 4 5 17 2 2 36 1 3 4 2 18 174 42 0 8 3 3 3 ,4 18 35 1 48 ,77 7

8 2 34 18 2 0 27 1 2 4 24 0 178 49 1 6 3 4 5 ,61 9 2 1 18 ,12 1
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(2 )原因別被害状況
(単位　千円)

午

原 因

8 9 10 ll 12

件

数

撹 件

数

損 件

数

損 件

敬

損 件

敬

損

宜
CD

皇
lこコ

皇 坐 皇
ロ 口 口

顔 顔 顔 顔 顔

た ば し 23 16 ,6 3 2 117 8 ,1 70 27 5 3 ,7 53 30 8 ,97 4 . 19 20 ,3 17

た き 火 1 9 94 2 1 1,92 1 10 18 ,5 3 1

火 遊 び 14 14 ,184 7 1,80 4 17 30 ,13 5 17 9 ,93 9 12 9 27

し一
ん

ろ

こ ん ろ 8 7 ,3 1 7 8 5 ,13 6 7 13 0 5 5 ,69 7 14 3 8 ,30 4

天 ぷ ら II由 4 3 1 ,2 88 4 3 5 ,72 0 5 4 l l,85 1 39 12 ,83 1 34 19 ,6 12

放 火 ( 疑 含 ) 56 14 ,5 7 1 77 4 7 ,3 5 2 7 8 26 ,10 6 57 2 0 ,174 43 10 ,66 6

風 呂 . か ま ど 4 13 3 1 ,9 8 6 6 7 ,66 4 2 4 ,3 73 3 6 6

ス ト l> ブ 13 16 ,7 7 1 10 6 ,6 1 8 6 27 ,77 8 10 ll ,4 0 1 12 2 6 ,4 9 6

マ ッチ . ライ ター 3 1 ,15 1 2 4 0 4 7 1 3 132 4 1 ,5 6 6

煙 突 . 煙 道 2 ll ,2 7 7 1 1

電 灯 . 電 話 配 線 6 18 ,80 9 9 8 ,5 63 10 2 5 ,4 9 5 6 5 63 8 6 2 ,3 8 7

電 .気 機 器 2 37 7 8 7 06 6 16 2 7 50 4 5 2 78

焼 却 火 l l 2 14 12 3 9 15 3 ,0 3 0

不 明 24 16 ,8 5 4 16 4 0 ,24 7 l l ll ,3 84 13 2 1 ,100 ll 4 ,8 3 9

そ の 他 26 8 ,94 6 33 2 2 ,39 6 25 8 1 ,5 1 2 . 4 5 56 ,72 2 5 5 12 ,4 88

合 計 2 34 1 18 ,12 1 24 5 14 8 ,7 77 2 90 33 2 ,104 25 5 154 ,33 1 23 1 2 16 ,4 78
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(3)火災・警戒等の出場状況

署 別

種 別

計 中 央 署 西 署 健 翠 署

火 災

件 数 23 1 65 8 6 8 0

出 場 車 両 1,8 53 4 87 73 2 63 4

出 場 人 員 6,007 1 ,5 85 2 ,3 97 2 ,02 5

* fc

戒

焼却 火 の

拡 大 等

件 数 60 15 27 18

出 癖 車 両 32 0 80 162 78

出 場 .人 貞 1,02 5 26 1 51 7 24 7

漏 洩

事 故 等

件 数 78 2 5 3 7 16

出 場 車 両 330 9 1 17 9 60

由 場 人 員 1,0 83 3 14 57 1 198

自火報等の

ベ ル 作 動

件 数 55 17 2 2 16

出 場 車 両 275 90 111 74

出 場 人 員 926 3 02 3 77 24 7

誤 認

虚 報

件 数 46 15 15 16

出 場 車 両 3 12 94 120 9 8

出 場 人 員 1,004 3 06 3 83 3 15

そ の 他

件 数 73 23 2 9 21

出 場 車 両 47 5 16 9 184 122

出 場 人 貞 1,5 11 52 0 58 8 4 03

小 計

件 数 312 9 5 13 0 87

出 場 車 両 1,7 12 5 24 75 6 4 32

出 場 人 員 5,5 49 1,7 03 2 ,43 6 1 ,4 1 0

災 害

件 数 0 0 0 0

出 場 車 両 0 0 0 0

出 場 人 貞 0 0 0 0

応援協 定 によ る .

出 場

件 数 4 3 0 1

出 場 車 両 4 3 0 1

出 場 人 員 13 10 0 3

合 計

件 数 54 7 163 21 6 168

出 場 車 両 3,56 9 1,0 14 1,48 8 1 ,0 67

出 場 人 員 ll ,56 9 3 ,29 8 4 ,83 3 3 ,4 38
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3　救急・救助統計

( 1 )救急活動の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成12年)

区分

月

出 場

回 数

事 故 酪 別

火 自
然
水 交 労

働
運
動 般

加 自
損
負 そ

の

他災
災
圭
一こコ
難 過

災
害
読
撹
負

.傷
皇
しコ

行
為 柄

1 1,834 19 243 ll 15 204 14 41 1,077 210

2 1,710 13 246 15 7 193 12 24 1,006 194

3 1,747 28 278 17 15 202 24 31 954 198

4 1,584 21 300 ll 10 180 20 29 820 193

5 1,748 23 306 9 25 183 24 29 960 189

6 1,683 15 3 314 20 12 168 18 44 899 190

7 1,794 18 2 328 19 30 186 26 47 935 203

8 1,685 15 327 15 21 170 22 31 881 203

9 1,630 13 1. 297 14 22 168 10 40 863 202

10 1,763 19 322 4 18 189 21 40 923 227

ll 1,732 15 1 315 7 12 218 18 37 919 190

12 2,000 26 2 320 17 18 227 25 42 1,100 223

計 20,910 225 9 3,596 159 205 2,288 234 435 ll,337 2,422

11年 19,434 226 48 22 3,344 144 179 2,217 195 332 10,468 2,259

10 17,489 270 16 3,169 112 190 1,87台 177 288 9,298 2,096

9 16,639 124 2 15 3,24 0 154 178 1,679 183 222 8 ,788 2,054

8 15,457 22 15 3,119 122 16云 1,565 146 197 8 ,227 1,882

( 2 )救助活動の状況　　　　　　　　　　　　　　(平成12年)

事故 火

id蝣K

交 水 自 r棟 る 建 る ガ酸 煤 そ ′∠ゝロ

計

種別 過 難 然 械事 物事 ス欠 発
の件数 事 事 災 に故 に故 及事 *

及び人員 故 故 皇
ロ
よ よ び故 II'' 他

救助出場件数
(件) 192 101 9 0 7 5 0 0 43 357

救助活動件数
(件) 95 60 5 0 4 4 0 0 29 197

救 助 人 員
(人) 3 75 5 0 4 4 0 0 29 120
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4　消　防　広　報

( 1 )広報活動状況回数

(平成12年度)

車両による 防火班指導 幼年消防 少年消防
防火広報 (救急法、 クラブ指導 クラブ指導

消火訓練、
防火講話 )

(同 左 ) (同 左 )

16 ,389回 24 565 183

(2)広域防災センター入館状況

団 体 fi 合 計

395団体 18,241人 1,425人 19,666人

( 3 )消防音楽隊活動状況

消防関係 市 関 係 県 関 係 そ の 他 合 計

ll ll 6 ll 39

5　予　　　　　　防

(1 )危険物製造所等　　　　　　　　　　　　(平13. 4. 1現在)

製 造 所 2

貯

蔵

所

犀 1内 貯 蔵 所 159

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 47

屋 内 タ ンlク 貯 蔵 所 43

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 406

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 2

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 102

屋 外 貯 蔵 所 18

4、 計 777

敬

級

所

給 油 取 扱 所 382

販 売 取 扱 所 8

一 般 取 扱 所 162

み な し 移 送 取 扱 所

小 計 552

総 計 1,372

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

種 別

年度
新 築 増 築 改 築 移 転 s i 模様替え 用途変更 計画変更 合 計

8 2,1 27 2 77 3 2 2 3 12 5 1 2 ,4 7 7

9 1 ,7 55 2 16 3 3 10 3 6 2 ,02 3

10 1 ,5 96 2 18 3 2 14 4 3 1,87 6

l l 1 ,4 1 1 19 1 1 1 1 15 14ウ 1,76 7

12 1 ,18 9 164 2 1 21 13 7 1,5 14
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(3 )防火対象物現況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平13. 4. 1現在)

署 別

項 別

中 央.消 防 署 西 消 防 署 健 軍 消 防 署 計
∠ゝ
ロ

法 8 条 法17粂 法 8 条 法17粂 法 8 粂 法17条 法 8 条 法17条
該 当 該 当 該 当 該 当 該 当 該 当 該 当 該 当

計(1 種

～S桂 )

(4 種) ( 1 種

～3種 )

(4 種) ( 1 種

～S桂)

( 4 種) ( 1 種

～3種)

( 4 種 )

1

イ 劇場、映画館、演芸場 1 1 5 0 7 0 13 1 14

ーコ 公 会 堂 、 集 会 場 29 3 33 10 2 5 1 8 7 14 10 1

2

イ
キャバレー、カフ71 - 、

ナ イ ト ク ラ ブ
0 0 0 0 0 1 0 1 1

ロ 遊技場、 ダンスホール 37 1 50 1 42 1 129 3 13 2

3

イ 待 合 、料 理 店 2 0 13 1 3 1 18 2 2 0

ロ 飲 食 店 82 12 186 18 140 24 408 54 46 2

4
百貨店 、V : ケ ツ ト、

展 不 場
160 57 2 50 64 247 58 657 17 9 83 6

5

イ 旅 館 、ホ テ ル 等 43 15 55 35 38 23 136 73 20 9

ロ 寄 宿 舎 、共 同住 宅 等 295 2 ,32 3 2 69 1,84 8 388 2 ,762 952 6,933 7 ,88 5

6

イ 病 院 、診 療 所 等 95 9 4 106 112 96 130 297 336 63 3

n 福 祉 、救 護 施 設 等 60 2 94 3 82 0 236 5 24 1

ノ、 幼 稚 園 、養 護 学 校 20 0 20 0 18 0 58 0 58

7 小、中、高、大学、各種学校 76 3 74 0 63 1 213 4 2 17

8 図 書 館 、博 物 館 5 0 4 0 2 0 l l 0 ll

9

イ 蒸 気 、熱 気 浴 .場 1 0 37 ll 3 1 41 12 5 3

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 2 8 0 8 0 5 2 2 1 2 3

10 停 車 場 0 0 2 4 0 0 2 4 6

l l 神 社 、 寺 院 、 教 会 22 19 35 24 18 10 75 53 12甲

12

イ 工 場 、 作 業 場 32 13 3 71 3 50 28 22 1 131 704 83 5

ロ 映画、テ レビスタジオ 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0

13

14

イ 車 庫 、 駐 車 場 3 16 4 48 1 2 1 8 85 93

ロ

.イ

格 納 庫 0 0 0 0 0 0 0 0 0

倉 庫 0 15 1 23 4 59 14 374 37 98 4 1 ,02 1

15

16

(16

前各 号 に該 当 しな い

事 業 所
154 22 3 2 01 2 64 160 326 515 8 13 1 ,328

複 合 用 途 408 19 2 4 93 172 4 1 1 192 1,312 556 1 ,868

一口
イ 以 外 の 複 合 用 途 90 25 9 8 2 2 19 104 312 276 799 1 ,066

の2) 地 下 街 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 重 要 文 化 財 4 1 4 0 2 1 10 2 12

18 ア ー ケ ー ド 0 1 0 4 0 1 0 6 6

合 .計 1,62 1 3 ,514 2 ,111 3 ,6 55 1 ,8 92 4 ,4 66 5 ,6 24 l l,635 1 7 ,25 9

(注)法8条該当(1種～3種)　防火管理者を必要とする防火対象物
法17条該当( 4種)　　　消防用設備等を必要とする肪火対象物で防火管理者を必要としないもの
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(4)中高層建築物の現況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平13. 4. 1現在)

階 数

防火対象物

4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 25 計

蓋 書

をの

15 m

未 満

15 m
以 上

31 m

.以 下

31 え

m る
を も

超の

1

イ 劇 場、映画館 、演 芸場 3 2 5 1. 1 4

ロ 公 会 堂 、集 会 場 4 2 6 2 2 4

2

イ
キ ャバ レー、カフェー、

ナ イ ト ク ラ ブ
1 1 1 1

ロ 遊 技 場、ダンスホー ル 7 6 4 3 1 21 5 6 15

3

イ 待 合 、 料 理 店 1 1 2 1 1

ロ 飲 食 店 35 32 13 2 4 3 7 96 49 32 62 2

4
百 貨 店 、㌣ ケ ツ ト、

展 不 場
54 24 ll 2 1 1 93 29 43 50

5

イ 旅 館 、ホ テ ル 等 30 13 19 18 4 4 ll 5 2 1 107 30 28 70 9

ロ 寄 宿 舎 、 共 同住 宅 等 1,056 718 116 109 112 60 56 50 14 14 21 5 2,331 53 1,646 617 68

6

イ 病 院 、診 療 所 等 128 51 33 16 8 5 1 242 40 110 127 5

ロ 福 祉 、救 護 施 設 等 9 7 3 1 20 4 8 12

ノ、 幼 稚 .園 、養 護 学 校

7 小 、中、高、大学、各種学校 108 29 14 4 2 2 .1 1 1 2 164 18 42 113 9

8 図 書 館 、博 物 飴 3 1 4 2 4

9

イ 蒸 気 、熱 気 浴 場 24 4 3 1 1 33 6 19 14

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 停 車 場

ll 神 社 、 寺 院 、 教 会 3 3 2 1

12

イ 工 場 、 作 業 場 22 5 4 3 34 7 12 22

u 映 画、 テレビス タジオ

13

イ 車 庫 、 駐 車 場 2 4 3 1 1 ll 3 3 7 1

ロ 格 納 庫

14 & 16 4 20 10 10

15
前 各 号 に該 当 しな い

事 業 所
176 70 33 32 30 23 8 1 2 1 1 378 80 123 225 30

16

イ 複 合 用 途 398 205 128 67 51 18 20 12 3 1 1 904 204 386 498 20

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 208 88 36 40 15 8 19 5 2 411 23 007 177 7

(16の2) 地 下 街

17 重 要 文 化 財

18 ア ー ケ ー ド

合 計

1

2,288

1

1,267

1

422 299 228 124 114 74 25 18 23 6 1

3

4,889

3

560 2,701

3

2,037 151
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6　緊急通信状況
(平成12年)

着 信

種 別

1 1 9 番 1 1 0 番 加 入 電 話 駆 け付 け 自 己 覚 知 事 後 聞 知 そ の 他 合 計

火 災 54 3 2 7 4 1 2 9 1 0 6 14

救 急 19 ,10 7 5 8 8 3 9 5 5 0 1 0 2 4 9 2 0 ,3 9 9

救 助 10 6 3 0 2 1 7 14 6

懲 戒 9 6 1 7 18 2 4 15 5

非 常 災 害 等

い た ず ら 3 ,82 6 3 ,8 2 6

ま ち が い 4 ,76 7 4 ,7 6 7

病 院 紹 介 1 ,10 2 1 ,10 2

回 線 試 験 4 ,50 2 4 ,5 0 2

訓 練 1 ,33 7 1 ,3 3 7

そ の 他 10 ,3 3 2 6 4 6 3 3 1 0 ,3 9 0

着 信 合 計 4 5 ,7 1 8 6 6 8 4 6 5 5 4 l l 2 9 2 9 3 4 7 ,2 3 8

7　消防水利状況
(平13. 4. 1現在)

区 域

種 別

ノ∠ゝ
CI

計

中 央 消 防 署 西 消 防 署 健 軍 消 防 署

* 清 池
棉
北 本 新 良 . 南

舵

田 小 川 飽 天 河 本 出 、託 小

署 水 田 部 署 港 崎 義 崎 良 尻 田 明 内 署 水 麻 山

捕

火

檀

公 . 設 14 ,1 11 1 ,1 50 7 03 374 94 7 7 56 546 1 63 4 9 34 7 31 8 16 1 ,153 50 2 3 19 1 ,9 25 1,0 09 792 8 19

′私 設 15 1 26 13 9 2 6 9 3 、4 1 13 5 18 23 6 7 6

防

火

水

ffi

',¥

設

4 0 m 3

以 上 29 4 5 9 8 2 3 5 1 1 1 6 21 7 3 18 3 5 18 30 16 12 21

20 - 40

irf 未 満
14 2 2 9 3 18 8 8 15 1 14 3 l l 1 20 8 9 12

私

設

4 0 m 3

以 上
20 6 3 4 5 1 3 16 8 35 6 3 12 1 0 2 5 20 17 15 14

20 - 40

㌦未 満 15 6 2 5 1 0 6 l l 3 1 7 12 1 7 4 2 15 3 5 17

プ ー ル 14 1 21 4 6 1 0 4 7 3 7 7 8 7 9 2 30 7 4 5

池 、 泉 水 等

4 0 m s 以 上
2 9 3 3 3 1 2 5 6 2 3 1

8　消　　防　　団

(1)組　　　織 1団　　73分団146部(定数) 3,530人

(実員) 3,324人

消防団(団本部)-分団 -:
火先班

ポンプ蛙

警戒斑

(団長一副団長) (分団長-副分団長) (部長) (斑長)
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( 2)団員及び消防ポンプ数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平13. 4. 1現在)

階 級 別 団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 姓 長 団 員 計
消防ポンプ
自 動 車

小型動力ポンプ
付 .積 載 車

小型動力

# -, -f

現 .在 数 1 ll 73 75 146 433 2,585 3,324 4 123 67

(3)報酬及び費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平13. 4. 1現在)

階 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 副 分 団 長 部 長 班. 長 そ の 他

の 団 員

報 酬 年 .顔 (円) 74,000 59,000 39,000 33 ,000 24,000 23,000 22 ,000

区 分 費 用 弁 償 額 (円)

訓 練 出 動 等 . 1.回につき 2,400

研修、講習又は訓練のため本県消防学校に入校 したと.き 日 額 4,000
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